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女性委員会から8人が交渉参加要請書を提出する下委員長（左）

6月13～14日には、オルガナイザー
研修なども開催され、四国ブロック
から80人が参加

記者会見を行う、左から河村連合徳島会長、古賀連合本部会長
神津連合本部事務局長

写真上：河村会長（右）が労働局に要請書を提出
写真下：労働局に迅速な対応を求める交渉団 労

働
時
間
規
制
緩
和
に
警
笛

 

人
権
啓
発
強
化
を
強
く
訴
え 

女
性
の
権
利
拡
大
め
ざ
し

女
性
の
権
利
拡
大
め
ざ
し

就
職
差
別
撤
廃
求
め

連
合
徳
島
と
の
連
携
も
要
請

古賀会
長

記者会
見

７月４日（金）
・2014年度連合徳島地方委員会（阿波観光ホテル）
７月７日（月）
・中小労働対策本部第6回幹事会（連合徳島会議室）
７月26日（土）～27日（日）
・「連合の森」親子サマーキャンプ（美馬市木屋平）
７月３０日（水）
・労働安全衛生センター、中小労働対策本部合同研修会（労働福祉会館）

◎

◎

◎

◎

　

連
合
本
部
は
６
月
12
日
、
徳

島
市
の
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
プ

ラ
ザ
で
連
合
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
代

表
者
会
議
を
開
き
、
四
国
か
ら

20
人（
連
合
徳
島
か
ら
６
人
）

が
参
加
し
た
。

　

冒
頭
、
古
賀
連
合
本
部
会
長

は
「
２
０
１
４
春
闘
は
昨
年
を

上
回
る
組
合
が
回
答
を
引
き
出

し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
成
果

を
正
規
・
非
正
規
、
組
織
・
未

組
織
に
か
か
わ
ら
ず
広
く
普
及

さ
せ
、
全
て
の
労
働
者
の
所
得

向
上
を
実
現
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
こ
れ
か
ら
国
会
終
盤
に

か
け
て
の
期
間
は
、Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ

Ｔ
Ｈ
Ｅ
格
差
社
会
、
暮
ら
し
の

底
上
げ
実
現
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

成
果
が
問
わ
れ
る
正
念
場
。
連

合
本
部
・
地
方
連
合
会
・
構
成

組
織
一
体
と
な
っ
た
運
動
を
展

開
し
て
い
こ
う
」と
あ
い
さ
つ
。

　

代
表
者
会
議
で
は
、
連
合
本

部
か
ら
①「
１
０
０
０
万
連
合
」

実
現
に
向
け
た
組
織
拡
大
、②

　

就
職
は
人
生
の
大
き
な
岐
路

で
あ
り
、
自
己
実
現
や
生
活
の

糧
を
得
る
と
い
う
こ
と
か
ら
も

非
常
に
重
要
な
も
の
で
、
労
働

者
の
権
利
や
人
権
を
考
え
る
う

え
で
も
就
職
と
い
う
雇
用
関
係

の
出
発
点
か
ら
考
え
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
今
日
も
差
別
に
つ

な
が
る
応
募
用
紙
の
書
式
や
面

接
で
の
質
問
な
ど
が
あ
と
を
絶

た
ず
、
さ
ら
に
続
発
す
る
戸
籍

不
正
請
求
事
件
、
あ
ら
た
に
判

明
し
た
「
部
落
地
名
総
鑑
」
電

子
版
の
存
在
、
差
別
身
元
調
査

が
行
わ
れ
る
な
ど
深
刻
な
就
職

差
別
の
実
態
も
明
ら
か
に
な
っ

て
い
る
。

　

以
上
の
実
態
を
踏
ま
え
連
合

徳
島
、
部
落
解
放
徳
島
地
方
共

闘
会
議
は
６
月
18
日
に
就
職
差

別
撤
廃
に
向
け
た
労
働
局
交
渉

を
行
い
12
人
が
参
加
し
た
。

　

交
渉
で
は
、
労
働
局
に
対
し

人
権
啓
発
の
重
要
性
と
企
業

ト
ッ
プ
の
人
権
研
修
実
施
と
充

実
、
就
職
面
接
後
の
聞
き
取
り

調
査
の
実
施
な
ど
を
求
め
る
と

と
も
に
、
と
り
わ
け
企
業
ト
ッ

プ
の
人
権
研
修
に
つ
い
て
は
、

通
年
的
な
取
り
組
み
に
と
ど
ま

る
こ
と
な
く
、
就
職
差
別
強
調

月
間
の
設
定
や
啓
発
活
動
強
化

に
向
け
て
具
体
的
な
対
策
を
講

じ
る
よ
う
強
く
要
請
し
た
。

  

最
後
に
河
村
連
合
徳
島
会
長

が
、「
昨
年
度
、
徳
島
県
内
で

２
件
の
企
業
が
就
職
差
別
に
抵

触
し
て
い
る
内
容
の
面
接
を

行
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
、
違

反
企
業
へ
の
指
導
徹
底
な
ど
迅

速
な
対
応
を
求
め
る
」
と
締
め

く
く
り
終
了
し
た
。

　

連
合
徳
島
女
性
委
員
会
は
、

女
性
の
権
利
拡
大
向
上
、
男
女

２
０
１
４
春
闘
中
間
ま
と
め
・

総
括
な
ど
が
提
起
さ
れ
、
当
面

労
働
者
保
護
ル
ー
ル
改
悪
の
動

き
を
阻
止
す
る
取
り
組
み
強
化

を
各
地
方
連
合
会
と
意
思
統
一

し
た
。

  

な
お
、
代
表
者
会
議
前
段
に

は
古
賀
連
合
本
部
会
長
が
徳
島

県
庁
で
記
者
会
見
を
行
い
、
労

働
時
間
規
制
緩
和
へ
の
反
対
を

訴
え
た
う
え
で
、「
残
業
代
ゼ

ロ
よ
り
過
労
死
ゼ
ロ
を
め
ざ
す

べ
き
」
と
警
笛
を
鳴
ら
し
た
。

  

ま
た
、
６
月
13
日
に
は
オ
ル

ガ
ナ
イ
ザ
ー
研
修
、
14
日
に
は

組
織
担
当
者
・
労
働
相
談
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
合
同
会
議
、
地
協
活

動
推
進
会
議
が
開
催
さ
れ
、
の

べ
80
人
が
参
加
し
た
。

が
共
に
仕
事
と
家
事
・
育
児
・

介
護
を
両
立
で
き
る
環
境
整

備
、
処
遇
改
善
を
図
る
た
め
６

月
９
日
、
労
働
局
で
雇
用
均
等

室
長
要
請
行
動
を
行
い
、
女
性

委
員
会
か
ら
下
委
員
長
を
は
じ

め
役
員
８
人
が
参
加
し
、
労
働

局
か
ら
は
均
等
室
長
な
ど
５
人

が
出
席
し
た
。

　

要
請
行
動
で
は
、
女
性
が
働

き
続
け
ら
れ
る
環
境
整
備
、
間

接
差
別
禁
止
、
同
性
間
の
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト（
以

下
、
セ
ク
ハ
ラ
）
防
止
に
向
け

た
取
り
組
み
な
ど
を
要
請
す
る

と
と
も
に
、
女
性
の
た
め
の
全

国
一
斉
労
働
相
談
の
協
力
と
保

育
現
場
・
看
護
現
場
か
ら
の
生

の
声
も
伝
え
、
セ
ク
ハ
ラ
が
発

生
し
た
場
合
の
均
等
室
の
対
応

な
ど
を
強
く
要
請
し
た
。

　

最
後
に
今
後
、
連
合
徳
島
と

労
働
局
が
連
携
を
図
り
な
が
ら

相
談
・
指
導
・
支
援
体
制
を
強

化
す
る
よ
う
申
し
入
れ
要
請
行

動
を
終
了
し
た
。
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委員長（写真右）に選出された市瀬幸さん（自治労阿南市職労連）

運動方針を熱心に聞き入る参加者

研修には各構成組織の女性・青年組合員
76人が参加

三角巾を使った止血法やロープワークなども訓練

心肺蘇生の施し方やＡＥＤの使用方法、
担架搬送訓練を体験

災
害
緊
急
時
の
対
応
を
学
習

│
実
践
さ
な
が
ら
の
訓
練
で
体
得
│

男
女
平
等
参
画
を
推
進

女
性
青
年
で
合
同
研
修
会

│ 

労
組
の
必
要
性
を
学
ぶ 

│

南
部
地
協
女
性
委
員
会
が
発
足

　

災
害
救
助
活
動
の
リ
ー
ダ
ー

を
養
成
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ

ポ
ー
ト
チ
ー
ム
養
成
講
座
が
６

月
７
日
に
徳
島
市
東
消
防
署
で

開
講
さ
れ
各
構
成
組
織
か
ら
36

人
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
。

　

開
講
式
で
は
河
村
連
合
徳
島

会
長
か
ら
「
徳
島
に
お
い
て
は

南
海
地
震
が
、今
後
30
年
以
内

　

５
月
24
日
、
徳
島
市
の
ホ
テ

ル
ク
レ
メ
ン
ト
徳
島
で
、
連
合

徳
島
南
部
地
域
協
議
会
（
以
下
、

南
部
地
協
）
女
性
委
員
会
発
足

総
会
が
開
か
れ
、
南
部
地
協
内

各
構
成
組
織
女
性
組
合
員
を
中

心
に
26
人
が
参
加
し
た
。

　

総
会
は
藤
田
女
性
委
員
会
事

務
局
長
の
司
会
で
始
ま
り
、
冒

頭
、
小
川
女
性
委
員
会
副
委
員

長
が
、
「
連
合
徳
島
の
第
４
次

男
女
平
等
参
画
推
進
計
画
が
、

昨
年
11
月
に
開
催
さ
れ
た
第
25

回
定
期
大
会
で
確
認
さ
れ
た
。

計
画
で
は
、
連
合
徳
島
内
の
各

地
域
協
議
会
に
お
い
て
女
性
委

員
会
を
結
成
し
活
性
化
し
て
い

く
こ
と
が
主
要
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
女
性
が
働
き
や
す
い
社

会
は
男
性
に
と
っ
て
も
安
心
し

て
働
く
こ
と
が
で
き
る
社
会
で

あ
る
。
発
足
総
会
を
機
に
連
合

徳
島
女
性
委
員
会
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
男
女
平
等
参
画
を

一
層
推
し
進
め
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

議
事
で
は
、
①
男
女
平
等
の

社
会
づ
く
り
と
あ
ら
ゆ
る
分
野

へ
の
参
画
。
②
女
性
に
か
か
る

政
策
・
制
度
要
求
活
動
の
推
進
。

③
女
性
運
動
の
組
織
的
な
取
り

組
み
。
④
環
境
保
護
・
平
和
へ

の
取
り
組
み
な
ど
４
点
を
軸
と

す
る
運
動
方
針
を
確
認
・
決
定

し
た
。

　

最
後
に
働
く
女
性
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
拡
充
を
図
り
な
が
ら
、

地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
進
め
、

社
会
全
体
で
男
女
平
等
参
画
を

推
進
し
て
い
く
と
す
る
総
会
宣

言
を
全
体
で
確
認
し
、
発
足
総

　

５
月
24
日
、
徳
島
市
の
ホ
テ

ル
ク
レ
メ
ン
ト
徳
島
で
連
合
徳

島
女
性
委
員
会
・
青
年
委
員
会

の
合
同
研
修
会
を
開
き
各
構
成

組
織
の
女
性
・
青
年
組
合
員
78

人
が
参
加
し
た
。

　

冒
頭
、
森
本
連
合
徳
島
事
務

局
長
が
中
小
の
春
闘
情
勢
を
報

告
し
た
う
え
で
「
格
差
社
会
は

依
然
と
続
い
て
い
る
。暮
ら
し

の
底
上
げ
実
現
に
向
け
共
に
頑

張
っ
て
い
こ
う
」と
あ
い
さ
つ
。

ま
た
「
本
研
修
会
は
次
世
代
の

労
働
運
動
を
担
う
女
性
・
青
年

組
合
員
の
研
修
会
で
あ
る
。学

ん
だ
こ
と
を
職
場
・
地
域
に
持

ち
帰
り
活
か
し
て
い
こ
う
」
と

述
べ
た
。

　

研
修
会
は
、
全
国
一
般
の
原

田
委
員
長
を
招
き
「
労
働
組
合

と
私
」
と
題
し
た
講
演
を
受
け

た
。原
田
委
員
長
は
自
ら
の
職

場
で
労
働
組
合
を
結
成
し
た
経

緯
や
経
営
側
か
ら
出
さ
れ
た
会

社
閉
鎖
問
題
な
ど
の
合
理
化
提

案
を
受
け
て
闘
っ
て
き
た
取
り

組
み
を
詳
し
く
報
告
し
、
仲
間

づ
く
り
の
大
切
さ
と
労
働
組
合

の
必
要
性
を
説
明
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
仲
間
と
連

帯
す
る
こ
と
の
重
要
性
が
身
に

し
み
て
分
か
っ
た
」「
困
難
な

闘
い
も
あ
き
ら
め
ず
粘
り
強
く

取
り
組
ん
で
い
く
必
要
性
を
痛

感
し
た
」
な
ど
の
声
が
出
さ
れ

た
。

に
50
％
を
超
え
る
確
率
で
発
生

す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。災
害

予
防
や
災
害
発
生
時
の
対
策
、

そ
し
て
災
害
時
の
心
構
え
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム

に
よ
る
人
材
育
成
と
防
災
協
力

体
制
の
確
立
に
つ
い
て
、
一
掃

の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

続
い
て
第
１
講
座
の
一
般
救

命
講
習
が
行
わ
れ
、
心
肺
蘇
生

法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
な
ど
に

つ
い
て
、
消
防
署
員
か
ら
説
明

を
受
け
た
後
、
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、訓
練
用
の
人
形
を
使
い
、

実
践
さ
な
が
ら
の
人
工
呼
吸
・

蘇
生
訓
練
を
行
っ
た
。

　

第
２
講
座
は
、
６
月
21
日
に

同
場
所
で
行
わ
れ
、
第
１
講
座

の
学
習
を
踏
ま
え
た
ス
テ
ッ
プ

講
座
で
、
日
常
生
活
や
緊
急
時

に
も
利
用
で
き
る
三
角
巾
を
使

用
し
て
の
止
血
法
や
骨
折
時
の

固
定
の
仕
方
、
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク

（
ま
き
結
び
、も
や
い
結
び
）、な

ど
を
訓
練
し
た
。

　

受
講
生
は
、三
角
巾
や
ロ
ー

プ
ワ
ー
ク
の
難
解
さ
に
悪
戦
苦

闘
し
な
が
ら
も
、
消
防
署
員
の

指
導
と
参
加
者
間
で
教
え
合
い

な
が
ら
体
得
。ま
た
毛
布
や
衣

服
を
使
っ
た
担
架
搬
送
訓
練
も

学
習
し
た
。

  

２
回
の
講
座
を
終
え
た
受
講

生
か
ら
は
、「
慣
れ
な
い
訓
練

（
実
技
）
に
悪
戦
苦
闘
し
た
が
、

緊
急
時
の
対
応
の
仕
方
に
つ
い

て
大
変
参
考
に
な
っ
た
」
と
の

声
が
出
さ
れ
た
。

会
を
終
了
し
た
。

　

な
お
、
役
員
体
制
で
は
委
員

長
に
市
瀬
幸
さ
ん
（
自
治
労
阿

南
市
職
労
連
）が
選
出
さ
れ
た
。

  

総
会
終
了
後
、
前
衆
議
院
議

員
の
高
井
美
穂
さ
ん
か
ら
「
政

治
と
女
性
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

記
念
講
演
が
行
わ
れ
た
。
講
演

で
は
、
子
育
て
を
行
い
な
が
ら

国
会
活
動
を
展
開
し
て
き
た
苦

労
話
や
裏
話
を
披
露
し
た
う
え

で
、「
政
権
に
よ
っ
て
社
会
の

進
み
方
が
違
う
が
、
国
が
変
わ

り
社
会
が
変
わ
る
の
で
は
な

く
、
社
会
が
変
わ
り
や
っ
と
国

会
が
変
わ
る
。
女
性
の
果
た
す

役
割
は
大
き
い
」
と
締
め
く
く

っ
た
。
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